
•集合場所：和歌山駅 ３番ホームに９時４０分

・参 加 費：非会員５００円 会員＠３００円（保険代含む）
お弁当と飲料水を持参し、動きやすい服装で参加下さい

申込期限：４月２３日（木）（保険申込の為）

主催：ＮＰＯ法人和歌山保健科学センター090-2287-6179 梅本
ノルディックウォーキング事務局 090-9252-2670 太田・小西

協賛：公益社団法人和歌山市シルバー人材センター
雨天の場合中止します。 中止連絡は前日の１２時迄に連絡致します

行 程 ：和歌山駅 ３番ホーム (9時50分発) ～紀三井寺駅(9時56分着)
～紀三井寺参拝者専用駐車場（10：20）～山上駐車場
～紀三井寺参拝 ～ 三社権現参道石段
～紀三井寺緑道 ～ 紀三井寺公園で【昼食】
～紀三井寺球場から海岸線をウオーキングで紀三井寺へ
～紀三井寺参拝者専用駐車で解散(14時30分頃)
～紀三井寺駅 (14時59分発) ～和歌山駅 (15時34分着)

全行程約８Km

駐車場が少ないので、なるべく電車で参加下さい
車で参加の方は 紀三井寺参拝者専用駐車場（10：20）集合
（満車時は紀三井寺山上駐車または紀三井寺階段近くの駐車場へ）

三井寺参拝者駐車場へ右折

緑道

紀三井寺参拝後に緑道から紀三井寺公園へ散策
～歩いて健康・歩いて楽しい～
第１３回ノルディックウォーキング

［４月２６日 日曜日 ９：４０～１４：３０］

紀三井寺公園

紀三井寺海岸

参拝者専用駐車場 ⇒



第１３回
ノルディックウォーキング申込書

下記内容を記入後、電話・Line
・Fax・メール等で申込下さい

Fax 073-425-3600
Mail npowhs＠gmail.com

よみが
な

年 齢 性 別 電話番号

氏
名

歳 男・女

参加方法 企画を知った媒体 レンタルウォーキングポール

メール申込用
QRコード

電車 ・ 車

その他

( )

このチラシ

知人

リビング和歌山

希望 ・ 不要

レンタル費 非会員＠500円
会員＠300円

注１）個人情報は本イベントの連絡事項や保険加入や問合せに使用させていただきます。
皆さまの個人情報を第三者に提示、提供はいたしません。

注２) ご希望により正しいノルディックウォーキングの歩き方を
日本ノルディックウォーキング協会公認インストラクターがご指導いたします

参加費について
1. 紀三井寺参拝駐車場へ集合時に徴収します
参考：きのくに線 時刻表

行き；御坊行き 和歌山駅発 ９：５０ ～ 紀三井寺駅着 ９：５６着
(９：２０ ～ ９：２６)

帰り；和歌山駅行き 紀三井寺駅発１４：５９ ～ 和歌山駅着 １５：０６着
(１４：２７ ～ １４：３４)

2026/03/31

紀三井寺の歴史
紀三井寺は、今からおよそ1250年前昔、奈良朝時代、光仁天皇の宝亀元年(ＡＤ770)、唐僧・為光上人によっ
て開基された霊刹です。
為光上人は伝教の志篤く、身の危険もいとわず波荒き東シナ海を渡って中国(当時の唐国)より到来されました。
そして諸国を巡り、観音様の慈悲の光によって人々の苦悩を救わんがため仏法を弘められました。行脚の途
次たまたまこの地に至り夜半名草山中腹に霊光を観じられて翌日登山されそこに千手観音様の尊像をご感得
になりました。 上人は、この地こそ観音慈悲の霊場、仏法弘通の勝地なりとお歓びになり、十一面観世音菩薩
像を、自ら一刀三礼のもとに刻み、一宇を建立して安置されました。それが紀三井寺の起こりとされています。
その後、歴代天皇の御幸があり、また後白河法皇が当山を勅願所と定められて以後隆盛を極め鎌倉時代には
止住する僧侶も五百人を越えたと伝えられています。江戸時代に入ると紀州徳川家歴代藩主が頻繁に来山さ
れ｢紀州祈祷大道場｣として尊崇されました。
正式には｢紀三井山金剛宝寺護国院(きみいさんこんごうほうじごこくいん)｣という当寺の名称を知る人は少なく、
全国に｢紀三井寺｣の名で知られていますが、この紀三井寺とは紀州にある、三つの井戸が有るお寺ということ
で名付けられたといわれ、今も境内には清浄水、楊柳水、吉祥水の三井より清水がこんこんと湧き出して年中
絶えることがありません。(紀三井寺の三井水は昭和60年3月環境庁より日本名水百選に選ばれました)
西国三十三所観音霊場第2番目の札所である当寺は観音信仰の隆盛に伴いきびすを接する善男善女は数え
るにいとまなくご宝前には日夜香煙の絶え間がありません。
特に、ご本尊・十一面観世音菩薩様は厄除・開運・良縁成就・安産・子授けにご霊験あらたかとされ、毎月十八
日の観音様ご縁日を中心に、日参、月参りの篤信者でにぎわいます。 春は早咲き桜の名所として名高く、
境内から景勝・和歌の浦をはじめ淡路島・四国も遠望出来る紀三井寺は観光地としても有名で古来文人墨客
にして杖引く人も多く詩歌に俳諧に絵画にと多くの筆の跡が遺されています。
平成29年、日本遺産｢絶景の宝庫 和歌の浦｣の構成文化財の一つに当寺が加えられたのも景勝地としての
歴史に由来します。令和元何5月には、西国三十三か所巡礼道が｢1300年つづく日本の終活の旅｣として日本
遺産に登録され、当寺は二つの日本遺産の構成文化財となりました。
紀三井寺は以前、真言宗山階派の寺院でしたが、昭和26年に独立し現在は、山内・県下あわせて十六ヶ寺
の末寺を擁する救世観音宗(ぐぜかんのんしゅう)の総本山となっています。


